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  ～～ははじじめめにに～～  

 21 世紀は「環境の世紀」や「水の世紀」とも

言われ、河川などの水環境を支える下水道の重要

性は、一段と高まっています。しかし一方で、下

水道事業は、水処理及び汚泥処理に多くのエネル

ギーを消費して温室効果ガスを排出することに

より、環境に対して負荷を与えています。 

地球環境問題が顕在化した今日、下水道事業に

おいても、水環境の保全という本来の役割を果た

しつつ、地球環境保全やコスト的な視点も取り入

れた、バランスのとれた事業運営が求められてい

ます。 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

 

 

 

さっぽろ地球環境憲章 H20.6.25 

 

前章（総論） 

わたしたちは、四季折々の美しい自然と豊かな文化

を次世代へ伝え、地球と札幌のより良い環境を創造

する札幌の市民です。 

 

１章（自然環境） 

豊かな水やみどりを守り、育むまちをつくります。 

 

２章（省資源・循環型社会） 

資源をむだなく使い、ごみの少ない循環型のまちを

つくります。 

 

３章（エネルギー） 

エネルギーの消費を減らし、自然エネルギーを活用

するまちをつくります。 

 

４章（消費活動） 

環境に配慮した製品や食材を、進んで利用するまち

をつくります。 

 

５章（都市環境） 

環境への負荷が少ない交通網を活用するまちをつ

くります。 

 

６章（教育・学習・人づくり） 

環境保全について学び、行動するまちをつくりま

す。 

 

７章（地球的視点と平和） 

地球環境の改善に寄与し、世界の平和に貢献するま

ちをつくります。 
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＜参考資料＞ 

水質保全と物質フローの詳細データ･････････････････････８ 

≪編集方針≫ 

・編集目的 

下水道の役割である「水環境の保全」の取組について

報告するとともに、地球温暖化対策など、下水道事業と

「地球環境との関わり」を明らかにし、下水道事業に対

する理解促進を図る。 

・対象組織 

下水道河川局のうち、下水道事業に関わる組織 

・対象期間 

平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 

・対象分野 

下水道事業のうち、主に「水環境の保全」「地球温暖化

対策」「資源の有効利用」に関すること 
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日本の下水道の始まりは、集落周辺に溝を掘り、雨水排水路や稲作用の用水路に用いたことが起源

と言われています。その後、都市化や生活様式の変化にともなって、下水道の役割も大きく変化して

きました。 

 

●●札札幌幌市市のの下下水水道道ののああゆゆみみ  

札幌市において本格的に下水道事業が始まったのは、大正 15 年です。融雪時期などには、市街地が水浸し

になることもしばしばで、当時は「浸水対策」（雨水排除）を主な目的としていました。 

戦後、急激な人口増加にともなう衛生環境の悪化や、市の中心部を流れる豊平川をはじめとする河川の汚濁

が進行したことから、昭和 32 年に「汚水処理」を含めた整備計画が策定されました。 

その後、昭和 47 年の冬季オリンピック開催をきっかけ

に、また、都市化の進展に対応するために、積極的に整備

を進めてきた結果、昭和 54 年にはサケが帰ってくるまで

に河川の水質は改善しました。現在では豊平川中流部でサ

ケの自然産卵床が多く見られています。 

そして最近では、地球環境問題などが大きく注目される

中、下水道でも新たな時代に対応し、環境に与える影響を

減らすための取組を進めています。 

 

 

●●下下水水道道のの主主なな役役割割  

時代の変化とともに、下水道の果たす役割も大きくな

っており、現代における主な役割には、以下のようなも

のがあります。 

○衛生的で安全に暮らせる快適な街の実現 

○清らかな水環境の実現 

○低炭素・循環型都市の実現 

   

 

 

 

札札幌幌市市のの概概要要（（下下水水道道））（（平平成成 2277 年年度度末末現現在在））  

・処理人口 1,950 千人 （総人口 1,954 千人） 

・普及率  99.8 ％（＝ 処理人口／総人口） 

・処理面積 24,743 ha 

・管路延長 8,248.7 km 

・ポンプ場 17 ヵ所 

・水再生プラザ（下水処理場）10 ヵ所 

・スラッジセンター（汚泥処理施設）２ヵ所 

 

母なる川「豊平川」 

下水道普及率と BOD 環境基準適合率 

帰ってきたサケ（昭和 54 年） 

※札幌市環境白書（平成 28 年度版）P31 より抜粋 

※環境基準点は 15 ヵ所（補助地点は除く） 
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焼却灰 

2.0 万ｔｔｔｔ 

 

 家庭や工場等で使った汚水や雨水は、下水道管を経由して水再生プラザ（下水を処理する施設）に

流れ込みます。水再生プラザでは、下水に含まれるごみや土砂を取り除いた後、微生物などの働きで

浄化処理し、河川に放流します。下水をきれいにする過程で発生する汚泥は、汚泥処理施設で焼却し

ています。 

 

●●下下水水をを処処理理すするるたためめのの物物質質ととエエネネルルギギーーのの流流れれ 

 下水の収集・処理の流れにあわせて流入水・放流水の汚れの変化をあらわす

とともに、各下水道施設に投じるエネルギーや薬品と収集・処理などによって

排出される温室効果ガスなどの環境への負荷を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●電電気気使使用用量量とと温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移  

 平成 27 年度の電気使用量については、

水再生プラザの運転方法の工夫による省

エネルギーの取組などを継続したことで、

前年度に比べほぼ横ばいとなりました。 

 温室効果ガスの排出量については、CO
２

排出係数の高い重油の使用量が減少したこ

となどから、前年度より約 900t-CO
2

減少

しました。 

 

 

  

【数値：1年間（H27 年度）の合計】 

水再生プラザ 汚泥処理施設 水再生プラザ 汚泥処理施設 水再生プラザ 汚泥処理施設 水再生プラザ 汚泥処理施設 

ＯＯＯＯ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＵＵＵＵ
ＵＵＵＵＵＵＵＵＴＴＴＴ
ＴＴＴＴＴＴＴＴ    
        

ＩＩＩＩ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＮＮＮＮ
ＮＮＮＮＮＮＮＮ    
        

流入下水 

3 億 7 千万 m
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BOD

※

 6 万9千 ｔｔｔｔ 

S S 

※

 7 万 ｔｔｔｔ 

処理水 

下水汚泥 

処理水 

3 億 7 千万 m

3

 

BOD

※

 5.4 千ｔｔｔｔ 

S S

※

 3.2 千ｔｔｔｔ    

 

うち有効利用 

 5,528 万 m

3

 

 １日に運んだ下水の量は、 

約 100 万 m

3

で札幌ドーム 

およそ２/３にもなるのじゃ。 

ポンプ場 ポンプ場 ポンプ場 ポンプ場 

 

 

電気 140 百万 kWh   水道水・地下水 64 万 m

3 

油類

※

 1,513kL      薬品

※

 5,582ｔｔｔｔ 

エネルギー 水・薬品 

 

 

14 万 1 千 ｔｔｔｔ-CO
2 

温室効果ガス

※

 

※補足説明 ※補足説明 ※補足説明 ※補足説明 

・油類・油類・油類・油類：重油、灯油、軽油、ガソリンの合計量    

・薬品・薬品・薬品・薬品：汚泥の脱水や水処理などに使用する薬品の合計量 

（消石灰、塩化第二鉄、高分子凝集剤、次亜塩素酸ナトリウム、水酸化ナトリウムなど）    

・BOD（Biochemical Oxygen Demand）生物化学的酸素要求量・BOD（Biochemical Oxygen Demand）生物化学的酸素要求量・BOD（Biochemical Oxygen Demand）生物化学的酸素要求量・BOD（Biochemical Oxygen Demand）生物化学的酸素要求量 

水の汚れ度合いをあらわす指標。汚れているほど高くなる。 

・SS（Suspended Solid）浮遊物質 ・SS（Suspended Solid）浮遊物質 ・SS（Suspended Solid）浮遊物質 ・SS（Suspended Solid）浮遊物質 

水に溶けずに浮遊している物質の量。濁った水ほど高くなる。 

・温室効果ガス：・温室効果ガス：・温室効果ガス：・温室効果ガス：CO
2
のほか、CH

4
、N

2
O を含んだ CO

2
換算数値 

 電気の使用量は約４万7千世

帯の１年分に相当するよ。 

これは、清田区の全世帯数を

超える量だよ。 

※ 250kWh/世帯･月の場合 

下水道河川局庁舎等 下水道河川局庁舎等 下水道河川局庁舎等 下水道河川局庁舎等 

クリンちゃん 

Dr．パイプ 

※排出量は、環境省の「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」等に基づき算出している。 

※過年度の排出量は、本年度の算定基準等に基づいており、過去の環境レポートの値と異なる場合がある。 
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水がどれだけきれいになったのかを示す代表的な指

標に、BOD や SS という数値があります。（説明は前

ページ中段参照のこと） 

平成 27 年度は、水再生プラザに流入してくる BOD

が約 180mg/L であったのに対し、水再生プラザで処

理をすると約 4.8mg/L まできれいになりました。こ

れは、河川に放流されるとサケ等が生息できる程きれ

いな水質です。 

 

 

 

 

 

 

 

●●河河川川水水質質のの保保全全効効果果 

下水道普及率が 99.8％を超えた現在、河川の水質保全に

おける下水道の役割はより大きなものになっています。特に

小河川では、下水道施設から放流される水の割合が大きくな

っています。 

放流先の河川では、それぞれに水質に関する環境基準が決

められていますが、平成 27 年度も、下水をきれいな水にし

て河川へ放流することで、基準の達成・維持に大きく貢献し

ました。 

（参考）河川水質の環境基準適合率（ＢＯＤ） （参考）河川水質の環境基準適合率（ＢＯＤ） （参考）河川水質の環境基準適合率（ＢＯＤ） （参考）河川水質の環境基準適合率（ＢＯＤ） 

  平成 27 年度 96 ％（25／26 地点

※

） 

 

 

  よよりりよよいい水水環環境境ののたためめにに  

・合流式下水道の改善 

 下水を流す方式には、汚水と雨水を１つの管で流す合流式と、別々の管で流す分流式があります。 

 合流式下水道では、雨天時に未処理下水が河川へ放流される場合があり、水質汚濁が懸念されていま

す。このため、雨水貯留管や雨水滞水池などを整備し、河川へ放流される汚濁負荷量の軽減を図ってい

ます。   

 

・高度処理 

 高度処理は、河川の水質に関する環境基準を達成・維持するために、従来の処理方法よりもきれいな

水質を得る目的で行うもので、現在、札幌市では３つの水再生プラザで高度処理を導入しています。ま

た、その他の施設でも、運転を工夫して良好な放流水質を保つよう日々努めています。 

約 180mg/L 

約 4.8mg/L 

<BOD の変化> 

流入水 放流水 

河川における下水放流水量の割合（平成 18 年度） 

(参考)下水道法による放流水の水質基準 

BOD：20mg/l SS：70mg/l 

≪河川の汚れ度合いの違いによる生息する魚の種類≫ 

※各プラザの単純平均値 

（簡易処理は除く） 

約 190mg/L 

<SS の変化> 

※各プラザの単純平均値 

 （簡易処理は除く） 

流入水 放流水 流入水 放流水 

約 4mg/L 

※札幌市の河川における環境基準点(15 カ所)と補助地点(11 カ所)の合計 
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水環境の保全に大きな役割を果たしている下水道事業は、水処理及び汚泥処理などの過程で多くの

エネルギーを使用する一方で、下水道から発生する処理水や処理の過程で発生する汚泥などは、有効

利用されて資源となる一面も持っています。 

このため、札幌市の下水道事業は、地球温暖化対策の推進や循環型都市の実現を目指し、環境負荷

の低減に向けて、コストに配慮しながらさまざまな取組を行っています。 

 

●●地地球球温温暖暖化化対対策策  

平成 23 年度に策定した「札幌市下水道事業における地球温暖化対策推進計画」で掲げた以下の

施策に基づき、下水道事業における地球温暖化対策を推進していきます。 

 

【改築・更新に合わせた省エネルギー化の推進】 

費用対効果の高い温室効果ガス削減対策を進めるため、

設備の改築･更新に合わせて、より効果的な省エネルギー

設備の導入を進めるとともに、建物の省エネルギー化を

図ります。 

 

 

 

 

【新エネルギー・エネルギー高度利用の推進】 

   太陽光発電設備を始めとする新エネルギー設備の導入を進めるとともに、LED 照明など新た

な技術の導入を進めていきます。 

 

【下水処理プロセスの低炭素化の推進】 

下水道の本来目的である水処理･汚泥処理に影響を及ぼさない範囲で処理プロセスの効率化

を図るとともに、水処理や汚泥処理の過程で排出される温室効果ガスの少ない処理方法の導入

を進めていきます。 

 

 

 

● 新エネルギー設備として小水力発電設備を導入（手稲水再生プラザ） 

 

 

 

  

  

  

27 年度の主な実績 

高効率送風機･超微細気泡散気装置導入イメージ 

手稲水再生プラザの小水力発電設備 小水力発電のイメージ 
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●●下下水水道道資資源源のの有有効効利利用用 

【下水汚泥の有効利用】 

下水汚泥は潜在的な価値を有する資源であり、セメント原料や改良

埋戻材等の建設資材として有効利用しています。ただし、今後は、安

定した汚泥の処理処分・再生を行うために、有効利用メニューの多角

化についても検討する必要があります。 

 

 

【下水処理水の有効利用】 

処理水は安定した水量と熱エネルギーを持っており、雪対策のほか、

下水道施設内での用水、ヒートポンプの熱源、小河川のせせらぎ提供

などに有効利用しています。 

 

 

 

 

● 下水汚泥リサイクル率 100％（セメント原料、改良埋戻材 等） 

● せせらぎ回復や雪対策等への下水処理水の利用 

 

 

●●環環境境教教育育のの推推進進 

【下水道科学館】 

下水道科学館は、下水道の仕組みや下水道が

水環境の保全に果たす役割など、下水道につい

て楽しみながら理解していただくための施設で

す。9 月 10 日の「下水道の日」の関連行事で

ある下水道科学館フェスタや隣接する創成川水

再生プラザ見学会など、子ども達が環境につい

て学ぶことができる機会を提供しています。 

 

 

● 下水道科学館来館者数 ：43,989 人 

● 水再生プラザ等見学者数：6,975 人 

＜参考：これまでの主な実績＞ 

下水道科学館への太陽光採光システム「ひまわり」

※

の導入（平成 24 年度） 

イベントの様子（下水道科学館フェスタ） 

小河川のせせらぎの回復 

改良埋戻材として有効利用 

27 年度の主な実績 

27 年度の主な実績 

※ひまわり：屋外に設置した集光機で集めた太陽光を光ファイバーで屋内に送り、専用照明器具で太陽光照明を行うシステム 

「ひまわり」の集光機（屋上） 専用照明器具（８灯）による太陽光照射（地下４階） 
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下水道施設を適切に運転管理するための経費のうち、水環境の保全、下水道資源利用の促進などに

かかった費用を、環境保全の費用として以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

環境保全にかかる費用の投入が、環境への負

荷を減らしたり、回避した結果、下水道事業に

もたらした収益や経費の節減を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

有効利用・経費節減効果 

下水道でしっかり汚れを取り除いてく

れるから、川がきれいなんだよね。どん

どん汚い水を流しても、「水環境を守るコ

スト」をかければ大丈夫だ。 

 

そうともかぎらんぞい。そうなると、

費用もかかるが膨大なエネルギーが必

要になり、CO
2
などの温室効果ガスもど

んどん発生することになるのじゃ。 

 

なるほど～、どれだけのお金とエネル

ギーをかけるか、そして誰がそのお金を

負担するのかまで考えないといけないん

だね。 

そのとおり。下水道の大事な役割であ

る「水環境の保全」をしっかり果たしな

がら、コストの縮減、エネルギーの節約、

温暖化対策などにも配慮して、バランス

のとれた事業が求められているのじゃ。 

 

僕たちが安心してすめるように、川や

地球の環境を守って欲しいね。これから

もみんなで考えていこう。 

 

環境保全にかかった費用 

※平成 26 年度からの地方公営企業会計の見直しに伴い、減価償却費が増加したことによる費用増となっています。 

（百万円）

平成25年度 平成26年度 平成27年度

14,889 18,429 18,057

12,386 15,798 15,544

72 111 104

103 135 160

2,328 2,385 2,249

2,925 3,702 4,021

75 132 0

2,634 3,212 3,661

163 214 210

53 144 150

788 882 816

89 91 97

18,691 23,104 22,991

合流式下水道の改善

その他管理費活動

■下水道資源利用の促進

分         類分         類分         類分         類

■水環境の保全

■環境学習の推進

汚水の処理

高度処理

汚泥のコンポスト化

焼却灰等の有効利用

処理水の有効利用

■環境負荷の監視と低減

施設等の有効利用

合計

■資源利用の推進による効果　

リサイクル品の販売 　　　　　 116百万円

処理水の有効利用 　　　　  1,356百万円

※

　※仮に工業用水を使用した場合の仮定計算値

■環境配慮の推進による効果

エネルギー・資源の節減効果 前年度比　　  8百万円

水道水の節減効果 前年度比　　  4百万円

廃棄物の削減効果 前年度比　　0.3百万円
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●●●●処理水量処理水量処理水量処理水量・・・・有効利用水量 有効利用水量 有効利用水量 有効利用水量 

●●●●焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰のののの有効利用量 有効利用量 有効利用量 有効利用量 

●●●●温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出量排出量排出量排出量（（（（COCOCOCO
2222
換算値換算値換算値換算値） ） ） ） 

●●●●エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー使用量 使用量 使用量 使用量 

●●●●水水水水・・・・薬品使用量 薬品使用量 薬品使用量 薬品使用量 

●●●●下水処理水放流先河川下水処理水放流先河川下水処理水放流先河川下水処理水放流先河川のののの環境基準点環境基準点環境基準点環境基準点におけるにおけるにおけるにおける河川水質河川水質河川水質河川水質（ＢＯＤ：（ＢＯＤ：（ＢＯＤ：（ＢＯＤ：mg/Lmg/Lmg/Lmg/L） ） ） ） 

【参考】水質保全と物質フローの詳細データ 

●●●●エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー使用量使用量使用量使用量（（（（原油換算原油換算原油換算原油換算） ） ） ） 

※四捨五入の関係で計欄と一致しない場合があります。 

水系 環境基準点（補助地点） 類型 環境基準値 25年度 26年度 27年度

白川浄水場取水口（豊平川） Ａ類型 ２mg/Ｌ 1.4 1.2 0.6

中沼（豊平川） Ｂ類型 ３mg/Ｌ 1.7 1.7 0.9

茨戸耕北橋（創成川） Ｂ類型 ３mg/Ｌ 2.6 1.7 2.7

樽川合流前（茨戸川） Ｂ類型 ３mg/Ｌ 4.1 5.1 5.8

新川水系 第一新川橋（新川） Ｄ類型 ８mg/Ｌ 3.3 1.9 2.5

茨戸川水系

豊平川水系

5,415,610 5,918,410 6,089,080

処理水量　（m

3

） 397,218,160 381,116,530 370,851,340

雪対策利用 26,178,600 27,633,870 26,288,770

うち、有効利用水量 44,245,567 54,980,677 55,284,724

処理場での再利用等 12,651,357 21,428,397 22,906,874

せせらぎ利用

分　類 25年度 26年度 27年度

（kWh）

（L）

（L）

（L）

（L）

（m

3

）ガス類 30,664 27,529 26,018

軽油 15,489 18,910 22,013

ガソリン 33,318 24,456 19,608

重油 1,649,854 1,388,921 1,321,773

灯油 166,562 148,644 149,756

分　類 25年度 26年度 27年度

電気 142,885,043 138,944,641 139,551,621

（kL）

（kL）

（kL）

（kL）

（kL）

（kL）

計 37,882 36,601 36,685

ガソリン 30 22 18

ガス類 36 32 30

灯油 158 141 142

軽油 15 18 21

電気 35,980 34,987 35,140

重油 1,664 1,401 1,333

分　類 25年度 26年度 27年度

（m

3

）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）硫酸・塩酸 1 0 0

高分子凝集剤 176 174 167

水酸化ナトリウム 328 290 302

塩化第二鉄 164 155 161

消石灰 4,848 5,039 4,834

水道水・地下水 740,423 654,543 640,040

次亜塩素酸ソーダ 121 103 112

分　類 25年度 26年度 27年度

（ｔ‐CO
2
）

（ｔ‐CO
2
）

（ｔ‐CO
2
）一酸化二窒素 33,200 30,900 29,900

計 146,300 141,800 140,900

二酸化炭素 106,000 104,000 103,000

メタン 7,100 6,900 8,000

分　類 25年度 26年度 27年度

分　類 25年度 26年度 27年度

埋戻材 14,900 14,800 13,800

セメント・コンクリート原料 5,400 3,800 3,500

焼却灰　（ｔ） 23,600 20,500 19,500

翌年度繰越 3,300 1,900 2,200
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